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あまりに奥の深い「意思決定支
援」。つまり、それは何をするこ

となの？　本特集は、そんな素朴な
問いから企画しました。巻頭を含め、
宝物のような原稿が集まったと思う。
それぞれディテールは違うし、耳に痛
い指摘もあります。でも、共通してす
べてが指し示すのは、「エンパワメン
ト」と「人間性を回復すること、保つこ
と」。「人間性って？」と問われると困
るのですが、何を選ぶにせよ、最期
までその人が“目の光”を失わずにい
られるほうへと共に歩むことが意思決
定支援なのだと思いました。だとす
れば、「訪問看護」のすべては意思
決定支援なのかもしれません。そん
なすごい仕事をしている看護師さん
たちにこそ目の輝きを失わないでいて
ほしい。それが、私の数少ない明確
な意思です。その光は、私の目にも
光を灯してくれています。…杉本

京都のACP看護研究会（p.108）に
お邪魔してきました。「もしもの

とき」について話すのは、とても怖い
もの。とくに医療者からそのような話
を切り出されたらご本人やご家族は
動揺してあたりまえ、だから丁寧に寄
り添うことが欠かせない、ということ
を日本におけるACPの第一人者であ
る木澤義之先生が話されていました。
予後予測や今後の選択肢など、医
療者から伝えられる重要なことはとて
も多いですが、ご自分の人生をふり
かえって、その締めくくりを考えるプロ
セスの主人公は、やはりご本人であ
り、ご家族です。その伴走者となる
みなさんの実践の深さに感動しつつ、
自分自身もまた一市民として、自分
や家族の「もしものとき」について考え
たり話したりする時間をもっともたな
ければと思いました。…栗原

特集

「ノーリフト」で
ケアの質向上と
腰痛予防を両立させる
オーストラリア発のトランスファー技術「ノーリフト」。本人の自立度を考慮
した介助と福祉用具を活用することで、看護・介護の職業病といわれて
いた腰痛を防ぐとともに、褥瘡・拘縮を予防し、利用者満足度も高いな
ど、ケアする人・される人両方にメリットがあるとして、近年日本でも注目
を集めています。本特集では、2015年4月に日本ノーリフト協会より発表
される「日本版」の基本技術を紹介し、すでに導入している現場の実践
を通して在宅での可能性を示します。

ケアの質向上と腰痛予防を叶える技術 
「ノーリフト日本版」◉保田淳子

ノーリフトの技術を使ったケア方法◉保田淳子

【実践報告】
❶在宅にノーリフトを導入して◉加藤希、佐藤直子
❷ノーリフトを使った訪問看護とまちづくり◉福田裕子
❸スタッフ教育の実際◉水本桂子

病院への導入で在宅生活がどう変わるか◉栄健一郎

在宅で活用できる福祉用具◉鈴木寿郎、西山輝之

INTERVIEW ケアする人々
國森康弘さん（写真家、ジャーナリスト）
×富岡里江さん（訪問看護ステーションはーと、訪問看護認定看護師）
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